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― 建物火災の場合 ― 
What is the important thing to encourage early evacuation? 
      渡 辺 知 規1 
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広さの一人用の居室が幅 2.25m の廊下を挟んで並んで配置され，建物出口は 1階に二箇
所あるものとした．居住者は，各階に 30 人ずつ，合計 120 人とした．居住者は，通常




テップ目に発生するものとし，発生場所は，1 階左側上（図 1 中の赤三角印）とした．
火は 1ステップあたり，10%の確率で周囲に燃え広がるとした． 火からは煙が発生し，
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残り確率が 0%，愛他性確率も 0%の場合の平均終了ステップ数は 69.87ステップである
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が，居残り確率が 80%になると，同じ愛他性確率 0%では，平均終了ステップ数は 80.54
ステップにまで増加する．しかし，居残り確率が 80%であっても愛他性確率も 80%にな
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[1] 青山 広輝，須川 栞，渡辺 知規, “災害時に避難時間を短縮し犠牲者をなくすために
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図 1 建物平面図と居住者の初期配置ならびに火災発生場所 
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図 3 平均終了ステップ数． 
正常性確率：30%，同調性確率：40%， 
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